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Morioka History and Culture Museum
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もりおか歴史文化館２階 ｜ 企画展示室
開館時間=午前９時～午後7時  ＊入場受付は午後6時30分まで
観覧料=一般３００円、高校生２００円、
小・中学生１００円、団体（20人以上）は各２割引
＊ 盛岡市内在住で65歳以上の方、小・中学生のうち盛岡市在住・就学の方は無料
＊ 障がいをお持ちの方やその介護をされる方（障がい者１人につき１人まで）は無料
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│ お問い合わせ │ もりおか歴史文化館
〒020-0023 岩手県盛岡市内丸1番50号
TEL.019-681-2100  FAX.019-652-5296
Mail｜ info@morireki.jp
URL｜ https://www.morireki.jp
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主催／もりおか歴史文化館　共催／盛岡市、盛岡市教育委員会　後援／盛岡商工会議所、中津川流域文化施設連盟
「NACA」、岩手日報社、読売新聞盛岡支局、朝日新聞盛岡総局、毎日新聞盛岡支局、産經新聞盛岡支局、日本経済新聞社
盛岡支局、河北新報社、盛岡タイムス社、岩手日日新聞社、デーリー東北新聞社、時事通信社盛岡支局、共同通信社盛岡支
局、ＮＨＫ盛岡放送局、ＩＢＣ岩手放送、テレビ岩手、めんこいテレビ、岩手朝日テレビ、エフエム岩手、岩手ケーブルテレビジョ
ン、ラヂオもりおか、マ・シェリ、情報紙ゆうゆう

活性化グループ  ｜

〒020-0023 岩手県盛岡市内丸1番50号
TEL.019-681-2100
https://www.morireki.jp/

1―ギャラリートーク内容／担当学芸員による企画展示資料解説。
日時／5月14日（日）、7月2日（日）  各日13:30～14:00
会場／当館2階 企画展示室内
定員／なし（当日自由参加）
参加費／展示室入場料が必要

2―れきぶん講座（企画展関連講座）（1）古文書から見る盛岡藩
　  「南部利視漫遊記－藩主が旅に出る理由」
講師／千葉一大氏（青山学院大学講師） 
内容／古文書の深い理解に基づき、藩主による数少な
　　　い領内巡視の意義を読み解く。
日時／5月7日（日）13:30～15:30
会場／当館1階 研修室
定員／50名（往復はがきによる事前申し込み制）
申込締切／4月16日（日）
参加費／無料

（2）盛岡藩『雑書』の世界「南部行信とその子供たち」
講師／細井計氏（岩手大学名誉教授）
内容／盛岡藩家老による『雑書』を基に、南部行信と
　　　その子供たちの動向を追う。
日時／6月4日（日）13:30～15:30
会場／当館1階 研修室
定員／50名（往復はがきによる事前申し込み制）
申込締切／5月14日（日）
参加費／無料

◎関連企画

　盛岡南部家歴代当主の実態を掘り下げ、「殿様」の実像に迫ることで改めて盛岡の

歴史を辿る企画展第２弾。今回は江戸時代真っ只中の6人の盛岡藩主〈5代行信・6代信

恩・7代利幹・8代利視・9代利雄・10代利正〉に焦点をあてます。そもそも江戸時代とはど

のような時代だったのでしょうか。時代小説やテレビ・映画の時代劇をイメージする方も

いるでしょう。学校の歴史の授業で学んだことを思い出す方もいるでしょう。しかしそれで

江戸時代のすべてを語れるものでしょうか。265年も続いた時代であるにも関わらず、時

間的にも地域的にも局部的な歴史しか知る機会がないように思います。盛岡には「徳川

吉宗」もいなければ「遠山の金さん」もいません。それでも盛岡には江戸時代という265年

間は存在しました。いったい江戸時代の盛岡では何がおこっていたのでしょうか。そして

盛岡藩主南部家は何をしていたのでしょうか。本展を通して一般的にはあまり触れるこ

との少ない江戸時代中期の地域的な実態について、特に盛岡藩主という切り口で見え

てくるものから、盛岡が辿った歴史への理解を深めていただければ幸いです。

＊ 江戸時代後期を対象とする「盛岡南部家の生き方・第3部」は平成30年度に開催予定です。

  序章  
  １章  
  ２章  
  ３章  

盛岡南部家を継ぐもの
傾く盛岡藩政 ―飢える盛岡と底をつく財政―

盛岡藩政改革 ―知られざる盛岡藩主の苦悩―

自己同一性〈Identity〉の形成 ―「南部」が「南部」であるために―
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不動明王打出五枚胴具足（南部利正着用）鍾馗図（南部行信筆） 和歌懐紙・短冊（南部利視・利雄・利正）

南部記録 御卜之品（南部利視・秘封）

◎お申込み方法 ： 往復ハガキに①住所  ②氏名 ③年齢  ④性別  
⑤電話番号をご記入の上、もりおか歴史文化館（〒020-
0023盛岡市内丸１番50号）宛に郵送。

※定員を超えた場合は抽選となりますので予めご了承ください。
※お申込みが定員に満たなかった場合は受付期間を延長す
る場合があります。 
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＊ 会期中の休館日は、平成29年5月16日（火）、6月20日（火）


